うすい 鼠が かった 光が そこら いちめん ほのかに こ 

めて ゐた。 

そこ は カムチャツカの 横の 方の 地図で 見る と 山脈の 

か つ しょく 

褐色 の ケバが 明るく つらな つ てゐる あたりら しか つ 

たが 実際 はそんな 山 も 見えず 却って でこぼこの 野原の 

やうに 思 はれた。 

とにかく 私 は 粗末な 白木の 小屋の 入口に 座って ゐ た。 

その 小屋と いふの も 南の 方 は 明け っぱなしで 壁 もな 

く 窓 もな くた、 V 二 尺ば かりの 腰板が ぎしぎ し 張って あ 

るば かりだった。 

一 人の 髪の もぢ ゃもぢ やした 女と 私 は 何か談 して ゐ 



うろして ゐた。 せいの 高い 顔の 滑らかに 黄い ろな 男が 

ゐた。 あれ は 支那 人に ちが ひない と 思った。 

お ほ また 

よく 見る とたし かに 髪 を 捲いて ゐた。 その 男 は 大股 

に 右手に 入った。 それから 小さな 親切 さうな 青い きも 

のの 男が どうした わけ か片 あしに リボンの やうに はん 

けち を 結んで ゐた。 そして 両 あし をき ちんと 集めて 少 

しか y む やうに してし ばらく じっとして ゐた。 私 はた 

しかに 祈り だと 思った。 

私 はもう いっか 小屋 を 出て ゐた。 全く 小屋 はいつ か 

なくなって ゐた。 うすあかりが 青く けむり 東の そらに 

は 日本の 春の 夕方の やうに 鼠色の 重い 雲が 一 杯に 重 
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